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リモート バッチ端末処二理プログラム
"RESP門Remote Batch Station Program

The｢emote batch statio= PrOgram.‥RESP‥.訓ows a smallcomputer′1he

Hit∂ChiComp=ter8250′tO f==Ctio=aS a remOte batch station ofaIarge host

COmPute｢.theHitachiCompuler8700/8800.TheR巨SPisoperatedbvthestand∂rd

NDOS operatl｢1g SyStem for the HitachiComputer8250.and has the following

Characteristics:

(1)The use o†advanced telecommunications procedures resultsin an effective

usageofcommunic∂tionslinesandincreasedthroughput.

(2)Mag=etictapesa=ddiskdevicesaresupportedastheinputandoutputdeviceof

｢emotejobsand｢ernote川es,

(3)The RESP ca=be oper∂ted simし+ttaneOuSlv with other batch jobsif extra

SVStem｢eSOu｢CeS∂｢eaV∂ilable.

(4)Codi=gCaP∂bilityspecげictoe∂Ch userisprovidedtomeetdけferentcustomer

｢equi｢ements.

Besidesitsappl■C∂tio=aSaneXC山siveremotebalchprocessingsystem.theR巨SP

isidealfo｢∂ Variety of usesincluding remote process】ng CaP∂bilities ∂nd

COnSt｢UCtlng an eCOnOmicalload-balanced sサーStem betweenioc∂land remote

St∂t】0nS.

l】 緒 言

電子計算機設備を工場ごと,支店ごと,あるいは大学ごと

に設置し,それぞれ独立に情報処王聾を行なう分散形方1(では,

それぞれの電子計算機設備をその場所におけるピ肌ク ロード

を処‡里できる程度にしなければならず,全休として設備及び

情報処理関係人員の重褐投資が多くなる｡また,このように

分散化されている個々の電十計算機の性能や機能の限界が電

十計算機で行なう業務を拡張していくうえでの障害になる場

合も生ずる｡このような分散形方式による各7托分割損をなく

すために,電子計算機設備を集中化した計算センターを設立

し,遠隔地にはりモート バッチ端末あるいはタイム シェアリ

ング システム(TSS)端末を導入するユーザーが特に製造業､

大学,官公庁を中心に増加しつつある｡

リモート バッチ端末の主要な機能は,ジョブの入力と中央

システム(以下,中央と略す)への送信,中央からの実行結

果の′受信とその出力であるので,これらの機能をハーードゥェ

ア専用端末で実現す一ることも可能であるが,最近では次に述

べる理由により中,′ト形電了･計算機をりモ【ト バッチ端末と

して使用する場合が増加している｡

(1)処理能力の向上

ソフトウェアにより,きめ細かし-判定と制御を行なうこと

により,高能率な伝送制御方式を採用でき,回線の有効利用

が図られる｡また入力と出力との同時処理が可能になる｡

(2)二拡 張性

端末でサポートする入出力機器の追加,変更が谷易であり,

更にリモート バッチ システムとユーザー プログラムとの結

合,端末計算機のファイル システムの利用が可能になる｡

(3)ロード バランス

入出力を主体とした小形ジョブは,端末の中,′ト形電十計

算機で処理し,演算処理を主体とした大形ジョブを中央の大
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形電子計算機に行なわせるといったロ【ド バランスのとれた

経析的なシステムを構成することができる｡

今｢自+開発したリモート バッチ端末処理プログラム,Remo-

te Batch Station Program(以下,"RESP''と略す)は,

中形電†一計算機をリモート バッチ端末として使うためのプロ

グラムで､上記の特長が次のように実現されている｡

(1)処王朝旨力の向上

同一速度の過信回線を使用しても,ハードウェア専用端末

(H-9132)の2～3倍の処理能力を有する｡ジョブの入力と

出力が同時に行なわれる場合には,この差は更に大きくなる｡

(2)拡 張性

"RESP''を標準オペレ【ティング システムのもとで動くよう

にしたので,機能の拡張がしやすい｡例えば,端末の磁気テ

ープ,磁気ディスク ファイルを使用して中央システムと端末

との間でユーザー ファイルの送受,ジョブ入力及び実行結果

出力のスタ､ソクができる｡

(3)ロード バランス

端末でリモート バッチ処理を行なっていないときだけでな

く,行なっているときにも同時に端末側の他のバッチ ジョブ

を実行できる｡

白"RESP”の構成とリモート バッチ処理形態

`LRESP''は中形電了一計算機HITAC 8250を大形電子計算

機HITAC 8700/細00リモ】ト バッチ端末として使用すると

き,端末側のリモート バッチ処理を行なうプログラムであるrlL

"RESP”はHITAC 8250の標準オペレーティング システム

New Disc Operating SysteIn(NDOS)の制御下で稼動す

る｡中央例のリモート バッチ処理は,HITAC 8700/8800の

オペレーティ ング システムO S7が行なう｡

*日立黎望作所システム開発研究所 **日立製作所システム開発研究所Pb･D. ***日立製作所ソフトウエア工場
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l`RESP”の最小機器構成は図1に,付加機器は表lに示す

とおりである｡壬表lに示したのは"RESP''で,すでにソフ

トウェア モジュールが用意されている付加機器である｡ユー

ザーは機器構成と運用方法に応じて入出力装置の椎類と数を

選び,それに合った"RESP''を得ることができる｡更にユ

ーザーは必要に応じてプログラムを作成し,それを"RESP''

に組み込むことにより,表1に示す以外の入出装置をリモー

ト バッチの入出力に使用できる｡

"RESP''のリモート バッチ処理には図2に示すように,三

つの帥類がある｡すなわち,

(1)ジョブを端末から入力し,実行結果も端末に出力する

(同図(a)参照)｡

(2)ジョブを端末から入力し,実行結果を中央に出力する

(同図(b)参照)｡

(3)ジョブを中央から入力し,実行結果を端末に出力する

(同同(c)参照)｡

ジョブの実行結果をどこに出力するかはジョブの入力時に,

そのジョブのジョブ制御言語で指定する｡なお,ジョブの実

行結果はジョブ単位のみならず,ジョブの出力を構成するフ

ァイル単位に出力先をジョブ制御言語で指定することができ

る｡

田"RESP”の特長

"RESP''の特長として次の点をあげることができる｡

(1)入力と出力の並行処理

ジョブの入力とジョブの出力は並行処理できる｡例えば,

カード読取機からジョブを入力中に,一方ではライン プリン

タに中央から送られてきたジョブの実行結果を出力できる｡

(2)入出力装置として磁気テープ装置,磁気ディスク記憶装

置グ)サポート

リモート バッチ処理では,端末のカード言先取機から入力ジ

ョブ ストリームを入力し,中央から送られてきたジョブの実

行結果をライン プリンタ,あるいはカード せん孔機に出力す

るのが基本的な形態であるが,端末計算機側では,中央へ送

って処理すべきプログラム,あるいはデータを端末側で単独

に作成,佗正あるいは収集,発生させて,磁気テープあるい

は磁気ディスク ファイ/レに格納しておく こともあるし,また

中央より送られてきたジョブの実行結果を,いったん磁気テ

ープあるいは磁気ディスク ファイルに格納しておき,後でそ

れを端末側で単独に使用したい場合も生ずる｡例えばⅩYプ

ロッタヘの出力などがある｡そこで"RESP''では入出力装

置として,更に磁気テープ装置,イ滋気ディスク記憶装置をサ

ポートするようにした｡この機能によF)"RESP''実行時に

カード読取機,ラインプリンタ,カードせん孔機を常に占有

しないですむため,`､RESP''と同時に実行中の他のバッチ

表l"RESP”の付加機器

用意している付加ヰ幾器を示す｡

■`RESP”でソフトウェア モジュールを

Table10ptionallnput and Output Device for"RESP”

横 着旨 名 備 考

カード言売取機

ラインプリンタ

カードせん孔機

磁気テープ装置

磁気ディスク記憶装置

入力装置

出力装置

出力装置

入出力装置

入出力装置
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カ ー ド

読 取 機

ラインプリンタ

図l"RESP''

ランダムアクセス

記 憶 養 置

l

通信回線

コンソール

ディスプレイ

の最′卜機器構成 リモート バッチ処理をするた坑=ニ.

"RESP''が必要とする最小の機器構成を示す｡

Fig.1Minimum Confi9Uration forl`RESP”
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(b)端末入九中央出力の場合のl`RESP”リモートバッチ処理
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図2 "RESP”リモート バッチ処理形態

的な処理形態を示す｡

Fig.2 Types of Remote Batch Exeoution

山RESPり の三つの基本

ジョブで,カード読取機,ラインプリンタ,カードせん孔機

を使用することができる｡また,磁気テープ装置,磁気ディ

スク記憶装置のような入出力速度の速い入出力装置をサポー

トした結果,もう一つの利点として,伝送速度の速い回線を

使用する場合には"RESP”の処理能力を増すことができる｡
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(3)効率のよい伝送制御方式

``RESP''と中央との間のデータの送受信はNDOS通信管

理プログラムBasic Communication Access Method(BC

AM)を使用し,BCAMと"RESP''とで次にあげる効率

のよい伝送制御を行なっている｡

(a)コンプレッションとブロッキング

伝送速度を上げるために入力レコードをそのまま送信せ

ず,同じキャラクタ(あるいはスペース)の圧縮処理(こ

の処ヲ翌をコンプレッションという)をしてレコードを作成

し,コンプレッション後のレコードを更にブロッキングし

て送信テキストを作成する｡"RESP''及び中央は,互い

に,コンプレッションとブロッキングされたデータを送信

し,相手から受信したデータについてはデブロッキングと,

更に圧縮されたレコードの復元処理(この処ヲ里をデコンプ

レッションという)を行なう｡コンプレッションにより,

もとのレコード長の1/如こ圧縮きれるとすると,単位時間

に回線を通して送れるレコード数はコンプレッションをし

ない場合に比べ,丘倍に増す｡したがって,端末の入出力

装置のⅠ/0速度が回線速度より大である限り,コンプレッ

ションによりスルー70ット(単位時間に端末から中央へ,

又は中央から端末へ送ることができるレコード数)は点倍

に増加する｡20偶のフォートラン ジョブについて測定した

結果では,平均で1/2.5にレコードが圧縮され,スループ

ットは2.5倍に増加することが分かった｡

(b)受信確認を兼ねてのテキストの送信

テキスト又は伝送制御コードを受信すると,受信確認を

示す伝送制御コードの送信も兼ねてテキストを送信するこ

とができる｡

(c)SYN同期方式

(d)EBCDIK透過モード

伝送コードはHITAC 8000シリーズの標準内部コードで

あるEBCDIK8ビット コードであるため,コード変換は不

要である｡また透過モードにより,いかなるビット構成の

データでも送信できる｡

(4)ユーザー オウン コーディングのサポート

"RESP''は入出力装置として,カード読取機,ラインプ

リンタ,カードせん孔機,磁気テープ装置及び磁気ディスク

l`RESP''
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⑮
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記憶装置をサポートしているが,これらの入出力装置以外の

装置をリモート バッチ処理で使用したいユーザー,あるいは

磁気ディスク ファイルで"RESP''がサポートしている

SequentialAccess Method(SAM)ファイル以外のファイ

ルをアクセスしたいユーザー,あるいは入力したデータを編

集して中央に送ったり,受信したデータを編集して出力装置

に出力するデータ編集処理を行ないたいユーザーのために,

入出力処理部分をユーザーに解放している｡ユーザー オウン

コーディングを組み込むことにより,各ユーザーにふさわし

い機能を付加することができるという点でも,"RESP■'は柔

軟性に富んだプログラムということができる｡

(5)他のジョブとの並行処ヨ聖

"RESP●'はNDOSの下で稼動するので,主記憶装置の大

きさ,入出力装置の割当てなど,システム資手原の許す限r),

他のバッチ ジョブを"RESP”のバック グラウンド ジョ

ブとして実行させることができる｡

(6)入力装置,出力装置の切替え

1ジョブ ストリームの入力を途中で他の入力装置に切り替

えて入力することができる｡また出力lごぉいては,中央で実

行されるジョブのジョブ制御ステートメントでジョブの出力

ファイル単位に特定の出力装置を指定しておけば,該当出力

データが送信されてきたときに指定された装置に切り替わる

(この機能の利用法については5.で更に詳述する)｡

田 "RESP”の処理とデータの…売れ

"RESP''の処理とデータの流れは,図3に示すとおr)で

ある｡以下,図3に従ってジョブを入力してから実行結果を

出力するまでの処理の手充れについて説明する｡

(む 端末あるいは中央の入力装置から入力ジョブ ストリーム

を入力する｡

①'オペレータが中央へのコマンドをコンソール ディスプレ

イから入力する｡

(む(参 入力したレコードを,コンプレッションして送信バッ

ファに移す｡(∋～(卦を1送信バッファが一杯になるまで繰
り返す｡

④ BCAMへ送信要求を出す｡

(参 入カデータは,通信回線を経て中央に送られる｡中央で

O S 7

(か

⑥

入力ジョ7キュー

イミーデイエート

出力ジョブキュー

⑨

(D

⑮

入力装置
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(釘′

出 力 装 置

匡】3 "RESP”におけるリモート バッチの処理とデータの;充れの概念区l

央でジョブが入力され中央で実行され,実行結果が端末あるいは中央に出力される｡

Fig･3 F10W Of Controla=d Datai="RESP”

端末あるいは中

出 力 装 置
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は,端末側からりモート バッチ処理を起動したときに発生

させたリモ【卜入力リーダ及びリモート出力ライタによって

端末との入出力処玉里を行なう｡

⑥⑥′ 中央に送イ言されたジョブ及び中央の人かトーダによっ

て中央側で読み込まれたジョブは､人力ジョブキューに登錨

される｡

⑦⑧ 入力ジョブキュ【に登鈷されたジョブは,ジョブスケ

ジュ【ラによって処理が開始される｡

⑨ 処理されたジョブの実行結果は,ジョブ制御言語の指㍍

によって,中央のH-けJ巷妄置ヘリi力する場†ナには,出力ジョブ

キューへ,また端末の出力装置へ出力する場イナには端末対方じ

に存在するりモート｢†りJジョブキューに党録される｡

⑲リモートri-iカジョブキューには,イミーデイエート=プノ

ンョブ キューとデフア出力ジョブ キューの2椎頬がある｡

前石は直ちにリモートr土iカライタによって処押されるキュー

であり,後者は端末側オペレータが中央に対Lてコマンド･2ノ

を入力することにより,イミーディエート出力ジョブキュー

に移されて初めて処理の対象となるものである｡イミーーディ

エート出力ジョブキュ【,デフ7出力ジョブキューのいずれ

に処二門結果を登録するかはコマンドにより指定する｡

(由 りモート出力ライタは,イミーーディエートJ_臼カジョブ

キュ【から実行結果を取り出Lて,コンプレリンョンL,フ､

ロッキングして"RE S P'■ に送イ‾i了する｡

⑲ BCAMは,中央システムから送られてきた結束を･･R

E S P''内の受信バッファに移す｡

⑬⑭ 受信バッファ内のレコードをデコンプレリンョンLて

Ⅰ/0バソファに移す｡

⑮ =力装置に出力する｡

⑮′ L十+央からのメ､ソセ【ジをコンソールディスプレイに.･十りJ

する｡

このように"RE S P''の処理は大きく入力処理,出力処

理,コンソール入出力処押,及び送√受信処理の四つに分かれ

る｡"RE S P”はNDOSから見れば一つのタスクである

が,中央処理装置を効率よく使うために上記の処理をプロセ

ッサ(ここで言うプロセ､ソサとほ,制御装置のことではなく
処押プログラムの意味である)として独立させ,それらのプ

N D O S 管 理 プ ロ グ ラ ム
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図4 ■■RESP”のプログラム構造と制御の;売れ `1RESP”は複数

のプロセッサとプロセッサ コントローラより成る｡矢印は制御の流れを示す｡

Fig.4 Software Structure of■■RESP”and Flow of Contro1
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ロセッサに制御を分配するためのプロセ､ソサ コントローラを

設けて,マルチタスク類似の制御を行なっている｡二の結果,

すべてのプロセッサが並行処理され,例えば中央システムに

バッファを送信中に,入力装置からのレコードの入力とその

コンプレリション処理,及びすでに′受信したバッファからレ

コードを上Rり出し,デコンプレッションしてJlリブ装置へ出プJ

する処増が行なわれ,処理効率が向上する｡)また,すべての

プロセッサがⅠ/0グ)終了待ちなどで行なう処理がないときは,

プロセリサ コントローラが,､▲RE SP''と同時に実行されて

し､る他のバックグラウンド ジョブに制御をi渡すことができる｡

図4は,"RESP●■のプログラム構造と制御の流れを示す

ものである･｡人力処+埋プロセッサ,出力処理プロセッサは,

■LRESP…のサポートする入力装置(ファイル),H力装置

ぐフ7イル)の数だけ存在する｡

なお,NDO Sには同時処理を実現するためにマルチ タス

ク削御機能があり,各処理部をタスクとLて扱うことも‾吋能

であるが,二の方式であるとタスクの切替えの時間が大きく

なり,またメモリも大きくなる｡

B "RESP”の利用形態

5.1 ジョブの入力

ーーRESP■'には複数の入力装置を付けることができるので,

そのうちのどれからジョブの人力を開始するかを指定するた

めにPrimaryInput(PIN)コマンド3･〉が用意されてし､る｡二

のコマンドは,--RE S Pl'を起動するときに入れることもで

きるし､"RE S P''動作中にコンソールから人れることもで

きる｡"RE S P''はこのコマンドのオペランドで指定された

入ブJ袋帯に対しジョブ ストリームの人ノJをはじめ､ジョブ ス

トり一ムの終わl)(End of File)になると入ナノを停止する｡

5.2 入力装置の切替え

山RE SP'-はジョブ ストリームの人力中に入力装置を切り

替えるためにSecondaryInput(SIN)コマンドを用意してい

る｡▲-RE S P''はジョブ ストリーム中にセットされたSIN

コマンドを見つけると､そのオペランドに指定してある人力

装置に入力を切l)

終了すると､もと

ンドを使用して,

た磁気テープ,あ

替える｡切り替わった入力装置での人力が

の入力装置からの入力にもどる｡このコマ

ジョブ ストリームの入力の途中で才旨志され

るいは砧ほミディスク ファイルからの入力に

切り替えて,あらかじめ格納されていたジョブあるいはジョ

ブの一一部を入力することができる｡例えば,図5に示すよう

にジョブ制御言語はカード読取機より人力し,プログラムは

磁気ディスク ファイルより人力L,データは磁気テープファ

イルより人力することができる｡また,リモ∽ト バッチ処]聾

の多い端末センタの場合には,入力データの管理方法が重要

な問題となるが,二のときユーザーごとにファイルを与えて

おけば,管理も比較的楽に行なえる｡SINコマンドを憶え

ば図6に示すように,各ユーザーの入力ジョブストリームを

別々のファイルから次々に入力することができる｡

5.3 ジョブ実行結果の出力

中央で実行されたジョブの結果は,中央のデフ7出力ジ

ョブキューに登録するようコマンドで指定しない限り,実行

が終了Lだい端末側に送られてくる｡実行結果の端末出力装

置は実行されるジョブのジョブ制御言語によりファイル単位

に指定できる｡例えば図7に示すように出力としてⅩYプロ

ッタのための数値デ【タのみを磁気テープ0装置に出力し,プ

ログラムのりストなどはラインプリンタにJll力しておいて,

後でオフラインでその磁与(テープからⅩYプロッタへ出力す
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SIN

S桝

ジョブ制御言語 ゴ‾‾｢l
プログラム データ

図5 ジョブの分割入力例(り ジョブのなかでジョブ制御言語をカー

ド読取横より入力L,プログラムを磁気ディスク ファイルより入力L,データ

を磁気テープ ファイルより入力する例を示す｡

Fig･5 Dividedl11Put Of a SingleJob

SIN

SIN

11

S州

SIN

ユーザーAの入力 ユーザーBの入力 ユーザーCの
ジョブストリーム ジョブストリ¶ム 入力ジョブ

ストリ】ム

ユーザーDの

入力ジョブ

ストリーム

図6 ジョブの分割入力例(2) ユーザーごとに異なるファイルを与え

ておき,それらを連続して入力する例を示す｡

Fig･6 Dividedlnput of Groups ofJobs

るいう と利用の仕方ができる｡

中央で実行されるジョブのジョブ制御言語で指定する端末

出力装置と,実際に端末で｢li力が行なわれる装置との対応を

変更するために``RESP''はPOUT(Primary Output)

コマンドを礼法Lている｡例えば今まで班周してし､たライン

プリンタが故障したため,臨時に磁1もテープ装掛二Hl力した

い場でナには --RE SP''の開始時にPOUTコマンドでこの

磁乞一毛テープ装置を指志すればよい｡

5.4 ファイルの転送

"RE SP”では端末のユーザー ファイルを中央へ送ったり

また中央のユーザー ファイルを端末で′受け取ることができる

テープを中央のファイルへ転送する場合,図8(a)に示すよう

に,後に続くデータを中央のファイルに格納する,というプ

ログラムとそれに続くデMタから成るジョブを中央に送って,

中央で実行してもらえばよい｡また同図(b)のように‾SINコ

マンドを使って端末のファイルを中央のファイルへ転送でき

る｡なお,中央のファイルに格納するプログラムは,あらか

じめ中央側に登三録しておけば,そのつど端末からプログラムを

送る必要はない｡中央のユ【サー ファイルを端末のユーザー

ラインプリンタ

オフライン

で出力する
一■-

磁気テープ装置

ジョブ実行結果

図7 ファイル単位に端末出力装置の選択

力する端末出力装置は,ファイル単位に選択できる｡

×Yプロッタ

ジョブの実行結果を出

Fig.7 Selection of Remote Output Device fo｢Each File

ヰ央のファイルヘ転送

するデータ(ファイル)

後続のデータを

(a)
+ 中央のファイルに¶+
格納するプログラム

図8 端末から中央へのファイルの転送

アイルに格納するプログラムと,データ(ファイル)

行させればデータ(ファイル)の転送ができる｡

訂

(b)

後続のデータを中央のフ

を続けて中央に送って実

Fig.8 File T｢ansfe｢f｢om a Remote Station to the Center

ファイルに転送するには,｢トリ上のユーザー ファイルをいった

ん人ナJLてそズ■Lを端末にH_リノするプログラムを中火てリミ行さ

せれば.土い∩

l司 結 言

以上,リモート バッチ端末処理プログラム,"RE S P''の

機能,特長及び利用形態につき,その概要を述べた｡小RESP”

は,りモⅦト バッチ端末が中形電了▲計算機であることを生か

して,効率よく柔軟件に富んだリモ】ト バッチ端末処ユ型が行

なえるよう くふうされたプログラムである｡したがって,リソ

ース シェアを目的としてロード バランスのとれたコンピュー

タ ネットワⅥクを指向するユーザーに適しているものと考え

られる｡
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